
令和 4年度第 5回安塚区地域協議会次第 

 

日時：令和 4 年 7 月 12 日（火）午後 7 時から 

場所：安塚コミュニティプラザ 3 階 大会議室 

 

 

１ 開 会 

 

２ 会長挨拶 

 

３ 自主的審議事項 

⑴ 住みやすい安塚の在り方について 

 

４ その他 

⑴ 次回開催 令和  年  月  日（ ）午後  時 開会 

 

５ 閉 会 
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資料 No.1 

意見交換会のテーマ等について（案） 

 

(1) テーマ 

区分 1（町内会・自治会） 

① 「あなたは、 住民の意見が行政に反映されていると思いますか。」という設問に対して、

「あまり思わない」または「全く思わない」と回答した人の割合がどの年代においても高

く、特に 20 代以下では「わからない」と回答した人の割合が高くなっている。この結果

を見て、どのように感じるか。【アンケート問 8より】 

② 「あなたは、この５年間に、区内で開催された祭りや行事に参加しましたか（見学も含み

ます）。」という設問に対して、20歳未満では、「参加した」と回答した人の割合が非常に

高く、20代から 30代では「参加しなかった」、40代から 70代では「参加した」と回答し

た人の割合が高くなっている。この結果を見て、どのように感じるか。【アンケート問 9

より】 

また、「あなたは、この 1 年間に、地域の課題について誰かと話をしましたか。普段の暮

らしや仕事など、どの場面でも構いません」という設問に対して、「よく話した」または

「時々話した」と回答した人の割合が年齢とともに高くなる傾向にあり、20 代以下では

「あまり話さなかった」または「全く話さなかった」と回答した人の割合が非常に高くな

っている。この結果を見て、どのように感じるか【アンケート問 10より】 

③ 「安塚区は安心して住みつづけることのできる町に向かっていると思いますか。それとも

後退する方向に向かっていると思いますか。」という設問に対して、どの年代でも「どち

らかというと後退する方向に向かっていると思う」または「後退する方向に向かっている

と思う」と回答した人の割合が高くなっている。この結果を見て、どのように感じるか。

【アンケート問 13より】 

また、「今後も安塚区に暮らし続けたいと思いますか。」という設問に対して、20 代以下

などの若い世代では、「あまり暮らし続けたくない」または「暮らし続けたくない」と回

答した人の割合が高く、「暮らし続けたい」と回答した人の割合が年齢とともに高くなる

傾向にある。この結果を見て、どのように感じるか。【アンケート問 14より】 

④ 自由意見の中で、安塚区が抱える課題として、働く場所が少ない点を挙げている人が多い。

これを改善するためにどのような取組が必要であると考えるか。【アンケート自由意見よ

り】 

 

区分 2（企業等） 

① 区分 1②前段と同様【アンケート問 9より】 

② 区分 1③前段と同様【アンケート問 13より】 

③ 区内にお住まいの方、区外にお住まいの方がそれぞれいるが、安塚区の魅力や課題につい

て、どのように考えているか。 

④ 自由意見の中で、安塚区が抱える課題として、人口減少を挙げている人が多い。これを改

善するためにどのような取組が必要であると考えるか。【アンケート自由意見より】 
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区分 3（区内活動団体及び地域活動支援事業提案団体） 

① 団体の主な活動内容や活動するにあたっての困りごと等を教えてほしい。 

② アンケート結果を見て気づいた点等あれば教えてほしい。 

 

区分 4（学校） 

① 学校生活を送る中で安塚区の学校環境や教育について、どのように感じているか。 

② 「今後も安塚区に暮らし続けたいと思いますか。」という設問に対して、20代以下などの

若い世代では、「あまり暮らし続けたくない」または「暮らし続けたくない」と回答した

人の割合が高くなっている。皆さんはどのように考えているか。【アンケート問 14 より】 

また、「あなたの知り合いの人で 20代～30代の若者から安塚区内で Uターン・Iターンを

したいと相談されたら、あなたはどう答えますか。」という設問に対して、20歳未満では

「賛成する」または「どちらかというと賛成する」と回答した人の割合が 40 パーセント

近くになっている。皆さんが相談されたら、どのように答えるか。【アンケート問 15より】 

③ 区内から通っている方、区外から通っている方がそれぞれいるが、安塚区の魅力や宝は何

ですかと聞かれたら、どのように答えるか。 

 

(2) 実施方法 

・区分ごとに意見交換会を開催する。（計 5回） 

※区分 4の安塚中学校と高田高等学校安塚分校は別々に開催 

・グループに分かれて意見交換を行い、その後グループの中で話し合った内容を全体で発表

してもらう。 

・区分 1 と区分 2 は 4 グループ、区分 3 は 2 グループ程度に分かれる。地域協議会委員も各

グループの中に入り、司会進行、書記等を務める。 

 ※区分 4の安塚中学校と高田高等学校安塚分校は別途調整 

・時間配分は意見交換 90分、発表 30分の計 120分とする。 

※区分 4の安塚中学校と高田高等学校安塚分校は別途調整 
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意見交換会対象者リスト（案） 
資料 No.2 

 

 

◆区分１（町内会・自治会）  

〇各町内会長・自治会長【各 1 名、計 29 名】  

 

◆区分２（企業等）  

〇代表者【各 1 名、計 32 名】※氏名は R4.6.1 現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職   名 

 上越市議会議員  

 上越東農林事務所長  

 上越東維持管理事務所長  

 上越森林管理署安塚治山事業所 主事  

 上越警察署安塚交番所長  

 東頸消防署長  

 安塚郵便局長  

 小黒郵便局長  

 菱里郵便局長  

 高田高等学校安塚分校教頭  

 安塚中学校長  

 安塚小学校長  

 第四北越銀行安塚支店長  

 えちご上越農協安塚支店長  

 安塚商工会長  

 ㈱スマイルリゾート総支配人 

 上越市社会福祉協議会 安塚支所長 

 やすづか学園長  

 特別養護老人ホーム あいれふ安塚施設長  

 安塚区地域協議会長  

 安塚区町内会長協議会長  

 (公財)雪だるま財団理事長  

 (特非)ＮＰＯ雪のふるさと安塚 代表理事  

 安塚診療所長  

 安塚保育園長 
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◆区分３（区内活動団体及び地域活動支援事業提案団体）  

○代表者【各 1 名、計 20 名】  

      区内活動団体             地域活動支援事業提案団体  

                

       

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆区分４（学校）  

〇安塚中学校【全校生徒 32 名】 

〇高田高等学校安塚分校【全校生徒（2・3 年生）18 名】 

職   名 

(農)ながくら 代表 

(農)きらめき 代表 

(農)ぼうがね 代表 

 ㈱そごう頸城農場 代表 

 (農)ファーム直峰 代表 

安塚区総合事務所長 

Ｕ・ＳＴＹＬＥ㈱ 代表取締役【追加】 

団体名  

NPO 自然王国ほその村  

安塚文化協会  

安塚自然友の会  

坊金の大杉を守る会  

直峰城保存会  

耕太郎農園  

【安塚の四季として出席を依頼】  

女性ネットワーク  

そばの会（坊金）  

やすらぎの里（伏野）  

やすづかスポーツクラブ  

手づくり百人協同組合  

安塚区老人クラブ連合会（6 ｸﾗﾌﾞ）  

安塚区子ども健全育成会  

団体名  

安塚スキークラブ  

安塚観光協会  

安塚ゲートボールクラブ   

やすづか学園菱里地域支援委員会  

山のうえの雪まつり実行委員会  

安塚の四季【変更】  

やすづか花の会【追加】  

安塚トリットボール普及会【追加】 

 


